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 変数の値によって異なる処理をさせる場合に switch文を用いる 

＜図１ switch文の書式＞ 

 

＜図２ 複数分岐のイメージ＞ 

 

＜図３ 優,良,可,不可 判定プログラム＞ 

 

switch(変数名) { 

 case 値1: 処理1; 

    break; 

 case 値2: 処理2; 

    break; 

   ： 

 default:  処理n; 

    break; 

} 

値 1 

値 2 
それ以外 

変数 

処理n 処理２ 処理１ ・・・・・ 

    switch(point){ 

       case 5: 

           printf("優¥n"); 

           break; 

       case 4:  

           printf("良¥n"); 

           break;  

       case 3:  

           printf("可¥n"); 

           break; 

       default: 

           printf("不可¥n"); 

           break; 

     } 

point の値が 5 ならば、

「優」と表示する 

pointの値が5、4、3以外な

らば、「不可」と表示する 

point の値が４ならば、

「良」と表示する 

point の値が３ならば、

「可」と表示する 
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（１）switch文の条件 

switchの( )内の変数値に応じて、caseで分類するので、switch(a > 0)のように判定式は使えない。 

ただし、下のように書き換えできる。 

point = point/10;    ⇒    switch(point / 10){ 
switch(point) { 

 

（２）caseの後は定数 

caseで使えるのは、「case 3:」のように整数型の値 または、「case ‘a’:」のように文字型の値である。尚、文字列で

ないことに注意。 

 

（３）breakがないと、どうなる？ 

＜図4 点数を成績にするプログラム＞では、「case 10」にbreakがない。breakがないとどうなるかは、プログラム

を動かして確認しなさい。 

 

■ 例題 

＜図４ 点数を成績にするプログラム＞は、点数を入力すると成績を判定するプログラムである。成績は以下の通りである。 

90 ≦ point ≦ 100 ：S 

80 ≦ point ＜ 90 ：A 

70 ≦ point ＜ 80 ：B 

60 ≦ point ＜ 70 ：C 

point ＜ 60 ：E 

 

#include<stdio.h> 
int main(void){ 
    int point; 
 
    //点数の入力 
    printf("点数を入力:"); 
    scanf("%d", &point); 
 
    point = point/10;    //点数を整数化 
    switch(point){     //条件分岐 
       case 10: 
       case  9: 
           printf("S¥n");  //9以上の場合S 
           break; 
       case  8: 
           printf("A¥n");  //8以上9未満の場合A 
           break; 
       case  7: 
           printf("B¥n");  //7以上8未満の場合B 
           break; 
       case  6: 
           printf("C¥n");  //6以上7未満の場合C 
           break; 
       default: 
           printf("E¥n");  //6未満の場合E 
           break; 
     } 
} 

＜図４ 点数を成績にするプログラム＞ 

 

定数式（判定式ではない） 

aは正？（判定式） 


